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１．はじめに  

 南海トラフ地震による強震動と津波により多くの橋梁が損壊・流出することが懸念されている 1)．橋梁は道

路ネットワークの要であり，地域のレジリエンス強化のため，橋梁が同時に多数損失することを前提とした対

策を発災前に準備する必要がある．この背景のもと，著者らは，米国における橋梁の急速施工（Accelerated 

Bridge Construction (ABC)）2)に関わる技術を参考に，被災後の資材や重機の確保が困難な状況下でも，事前に

製造・備蓄したプレキャスト製の鉄筋コンクリートブロック（RC ブロック）を組み立てることで簡易に架設

可能な緊急仮設橋の開発に取り組んでいる．本稿では，RCブロック端部に設けた鋼製シアキーとカプラーに

よる接続で RC ブロック相互を連結した梁の曲げおよびせん断実験の結果を報告する. 

２．提案する接続構造 

 提案する接続構造を図－1 に示す．曲げ圧縮側は鋼製シアキー，引張

側はカプラーで軸方向鉄筋を継ぐ構造となっている．既往研究 1)では，

引張側は炭素繊維シートを用いていたが，その場合，緊急仮設橋の解体

が困難になると予想されることから，本研究ではその代わりに機械式継

手を用いた．鋼製シアキーは，コンクリートとの定着確保のため，D13 鉄

筋を溶接している．鋼製シアキーには，接続部におけるせん断力の伝達，

機械式継手（カプラー）には曲げ引張力の伝達の役割を期待してる． 

３．実験供試体  

 図－2 に鋼製シアキーと供試体の断面諸元，図－3 に供試体側面図をそれぞれ示す．図－3 に示される供試

体名称の最初の「B」および「C」は，破壊形式が曲げ破壊（B）およびせん断破壊（C）となるように設計し

た供試体であることを意味する．このため，C0と C1では，軸方向鉄筋量が曲げ破壊を意図した供試体よりも

相当に多くなっている．曲げ実験では，接続部のない一体型の

B0 と，接続部がそれぞれ純曲げ区間および曲げせん断区間に

ある B1 および B2 を比較することによって接続部が供試体の

曲げ挙動に及ぼす影響を検証する．せん断実験では，接続部の

ない C0 と接続部が曲げせん断区間にある C1 の荷重－変位

関係やひび割れ性状，あるいは最大荷重などを比較する． 

 コンクリートは普通ポルトランドセメントを使用し，粗骨

材最大寸法は 20mm，水セメント比は 45%である．材齢 21 日

における圧縮強度は約 40N/mm2であった．鉄筋は全て SD345 

を使用した．曲げ実験では，軸方向鉄筋のひずみが降伏ひずみ

に達したときのスパン中央位置の変位を降伏変位 δy と定義

し，δy，3δy，5δy…と 2δyごとに荷重をホールドし，接続部の

損傷状態やひび割れの状況を観察した．また，最大荷重の 80 % 

まで荷重低下した時点を終局と定義し，載荷を終了した.  
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４．曲げ実験結果 

 曲げ実験から得られた荷重－変位関係を図－4(a)に示

す．接続部のない B0 は荷重 65.9 kN（変位 4.7 mm）で供

試体中央部の軸方向鉄筋が降伏した後に荷重 99.3 kN（変位 

44.6 mm）が最大荷重となった．その後，圧縮縁のコンクリ

ートが圧壊することで終局を迎えた．接続部が純曲げ区間

にある B1は，荷重 71.3 kN（変位 5.2 mm）で供試体中央部

の軸方向鉄筋の降伏した後に荷重 103.6 kN（変位 39.5mm）

で最大荷重を発現した後に圧縮縁のコンクリートが圧壊す

ることで終局を迎えた．接続部が曲げせん断区間にある B2 

は，荷重 69.6 kN（変位 5.6 mm）で曲げ降伏点に達し，荷

重 96.6 kN（変位 48.9 mm）で最大荷重を発現した．最終的

には，圧縮縁のコンクリートが圧壊することで終局状態に

達した．荷重－変位関係，最大荷重，あるいは曲げやせん断

のひび割れ性状から，提案する接続構造を曲げ破壊型の供

試体に適用したとしても，一体型（接続構造を有しない RC

梁）と同等の構造性能を期待できることを確認した． 

５．せん断実験結果 

 せん断実験から得られた荷重－変位関係を図－4(b)に示

す．接続部のない C0 は，荷重 5.0 kN（変位 0.1 mm）で支

点と載荷点間に曲げひび割れが発生し，荷重 218.6 kN（変

位 11.0 mm）のときに大きな斜めひび割れが現れるのとほ

ぼ同時に最大荷重となり，その後は斜めひび割れ幅の拡大

とともに荷重が低下した．接続部が曲げせん断区間にある 

C1 は，荷重 7.3 kN（変位 0.3 mm）の際に純曲げ区間に曲

げひび割れが発生した．そして，荷重 203.6  kN（変位 12.2 

mm）で曲げ降伏点に到達し，荷重 217.2 kN（変位 17.3 mm）

で最大荷重を発現した．最終的には，圧縮縁のコンクリート

が圧壊している．C1は，曲げせん断区間に剛性の高い鋼製

シアキーがあるため，それがない場合とせん断伝達のメカ

ニズム（見かけのせん断スパン）が異なる結果となり，曲げ

破壊した．ただし，耐荷力の点では，鋼製シアキーの存在はせん断耐力を向上させる方に寄与することから，

提案する接続部がせん断破壊型の梁に適用されたとしても，それが弱部とならないことを確認できた． 

６．まとめ 

 南海トラフ地震後の被災地の状況を想定し，その復興工事のため，橋桁を迅速かつ容易に架設するための接

続構造（鋼製シアキー＋軸方向鉄筋の機械式継手）を提案した．今後も，本実験結果を踏まえた改良を行い，

災害レジリエンス強化につながる緊急仮設橋の構造を模索したい． 
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図- 4 荷重-変位関係 

図- 3 各供試体側面図 
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